
231　書　評

福
家
崇
洋
著

『
満
川
亀
太
郎
─
慷
慨
の
志
猶
存
す
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
二
〇
一
六
年
）

黒
川

　
伊
織

　

本
書
は
、
戦
間
期
日
本
の
国
家
改
造
運
動
・
ア
ジ
ア
解
放
運
動
に
在
野

の
思
想
家
・
社
会
運
動
家
と
し
て
圧
倒
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
満
川
亀
太
郎

（
一
八
八
八
─
一
九
三
六
）
に
関
す
る
は
じ
め
て
の
本
格
的
評
伝
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
。
以
下
、
本
書
の
構
成
を
示
し
て
お
く
。

　

序　

章　

国
家
改
造
の
胎
動

　

第
一
章　

学
校
騒
動

　

第
二
章　

若
き
操
觚
者

　

第
三
章　

老
壮
会
・
猶
存
社
時
代

　

第
四
章　
「
第
二
維
新
」
へ
の
階
梯

　

第
五
章　

事
変
後
の
寵
児

　

終　

章　
「
惟
神
」
の
道
へ

　

こ
の
よ
う
に
満
川
の
生
涯
を
描
き
出
し
た
本
書
の
白
眉
は
、
満
川
の
ア

ジ
ア
解
放
へ
の
営
み
を
、
満
川
の
政
財
界
に
も
ひ
ろ
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

脈
と
と
も
に
、
具
体
的
に
描
き
出
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
戦
後
歴
史
学
は
、

国
家
主
義
者
に
よ
る
ア
ジ
ア
解
放
運
動
を
大
日
本
帝
国
に
よ
る
ア
ジ
ア
侵

略
に
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
否
定
的
に
評
価
し
て
き
た
一
方
、
国
際
共
産

主
義
運
動
の
影
響
下
に
「
民
族
・
植
民
地
」
問
題
と
向
き
合
っ
た
社
会
主

義
者
に
よ
る
ア
ジ
ア
解
放
運
動
を
、
実
勢
以
上
に
過
大
に
評
価
し
て
き
た
。

冷
戦
体
制
の
崩
壊
か
ら
四
半
世
紀
が
経
過
し
、
ア
ジ
ア
解
放
を
希
っ
た
人

び
と
の
経
験
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
先
入
観
を
乗
り
超
え
て
あ
り
の
ま
ま

に
評
価
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
喜
び
た
い
。

一
　
福
家
崇
洋
氏
の
主
著
に
み
る
研
究
の
意
図

　

三
冊
目
の
単
著
と
な
る
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
福
家
氏
の
業
績
が

本
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
迂
闊
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
主
著
『
戦
間
期
日
本
の
社
会
思
想

─
「
超

国
家
」
へ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
に
即
し
て
福

家
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
全
体
像
を
概
観
し
た
う
え
で
、
本
書
に
立
ち

戻
る
こ
と
と
し
た
い
。
主
著
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

序　

章

第
一
章　
「
愛
国
」
へ
の
普
通
選
挙

─
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
に
お
け

る
普
通
選
挙
請
願
運
動

第
二
章　

普
通
選
挙
と
人
種
改
善

─
岡
悌
治
の
普
通
選
挙
運
動
に
焦

点
を
あ
て
て

第
三
章　

国
家
へ
の
「
解
放
」

─
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
け
る
北
原

龍
雄
の
思
想
と
運
動

第
四
章　

老
壮
会
の
「
共
同
」

─
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
改
造
団

体
連
絡
機
関
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第
五
章　
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
衝
撃

─
一
九
二
〇
年
代
初
期
日
本
に

お
け
る

第
六
章　
「
情
意
」
と
心
理
革
命

─
高
畠
素
之
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ

シ
ズ
ム
論
に
つ
い
て

第
七
章　

右
派
社
会
運
動
と
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件

─
国
家
社
会
主

義
運
動
と
日
本
主
義
運
動
に
焦
点
を
あ
て
て

第
八
章　
「
現
実
的
革
命
主
義
」
へ
の
途

─
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
日

本
主
義
の
狭
間
で

第
九
章　

国
家
社
会
主
義
・
日
本
主
義
論
争

─
「
社
会
心
理
」
の
行

方
と
「
天
皇
政
治
」
を
め
ぐ
っ
て

終　

章

　

こ
の
構
成
か
ら
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
福
家
氏
の
問
題
関

心
の
要
は
、
狭
義
の
国
家
改
造
運
動

─
右
派
の
運
動

─
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
く
、「
明
治
国
家
」
の
な
か
で
抑
圧
さ
れ
て
き
た
人
び
と
が
、

国
家
と
時
代
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
い
か
に
自
ら
の
生
を
生
き
よ
う
と
し

た
か
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
福
家
氏
が
主
著
に
お
い
て
向
き

合
っ
た
戦
間
期
と
は
、
日
本
史
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
①
一
九
六
〇

年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
研
究
、

②
一
九
七
〇
年
代
半
ば
の
「
革
新
」
研
究
、
③
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
総

力
戦
体
制
研
究
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
か
ら
問
い
直
さ
れ
て
き
た
時
代
で
あ

る
。

　

各
研
究
史
に
つ
い
て
は
福
家
氏
の
主
著
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
す
べ
て

に
共
通
す
る
問
題
意
識
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
一
九
三

〇
年
代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

①
に
お
い
て
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
連
続
／
断
絶
と
い
う
問

題
が
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
①
を
乗
り
越
え
よ

う
と
す
る
②
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
＝
悪
と
一
義
的
に
捉
え
て
き
た

戦
後
歴
史
学
へ
の
疑
問
か
ら
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
→
フ
ァ
シ
ズ
ム
→
戦

後
民
主
主
義
の
連
続
性
が
は
じ
め
て
提
起
さ
れ
た
。
加
え
て
、
②
が
フ
ァ

シ
ズ
ム
下
に
お
け
る
近
代
化
の
可
能
性
へ
の
注
目
を
促
し
た
こ
と
で
、
③

で
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
戦
後
民
主
主
義
の
連
続
と
断

絶
を
通
時
的
に
見
通
す
視
点
へ
と
発
展
し
た
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
以
上

の
研
究
を
批
判
的
に
継
承
す
る
福
家
氏
は
、
②
③
と
同
じ
く
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
戦
後
民
主
主
義
の
連
続
面
に
着
目
し
つ
つ
、
従

来
の
政
治
史
・
制
度
史
的
研
究
の
な
か
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
「
個
」
の

思
想
か
ら
、
そ
の
連
続
性
を
再
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
戦
時
社
会
か
ら
戦
後
社
会
へ
の
制
度
的
連
続
性
を
明
ら
か

に
し
た
③
の
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、
貫
戦
史
と
い
う
視
座
が
提
起
さ

れ
て
い
る
。
最
近
の
福
家
氏
の
研
究
は
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
思
想

的
・
人
的
連
続
性
の
解
明
に
重
き
を
置
い
た
貫
戦
史
と
し
て
の
社
会
運
動

史
・
社
会
思
想
史
の
可
能
性
を
追
求
す
る
も
の
へ
と
ひ
ろ
が
り
続
け
て
い

る
（『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争

─
大
戦
前
夜
の
思
想
家
た
ち
』
河
出
ブ
ッ
ク

ス
、
二
〇
一
二
年
、「
一
国
社
会
主
義
か
ら
民
主
社
会
主
義
へ

─
佐
野
学
・
鍋

山
貞
親
の
戦
時
と
戦
後
」『
文
明
構
造
論
』
九
号
、
二
〇
一
三
年
、「
京
都
民
主

戦
線
に
つ
い
て
の
一
試
論
」『
人
文
学
報
』
二
〇
一
三
年
な
ど
）。
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二
　�

戦
間
期
社
会
運
動
の
目
標 

─
資
本
主
義
体
制
に
お
け
る
格
差
の
解
消

　

福
家
氏
の
主
著
を
再
読
し
て
、「
右
派
」
の
社
会
運
動
も
「
左
派
」
の

社
会
運
動
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
日
本
の
資
本
主
義
的
発
展
に
と

も
な
い
生
じ
た
、
社
会
に
お
け
る
格
差
の
解
消
を
運
動
の
目
的
と
し
て
い

た
と
い
う
点
で
、
多
く
の
問
題
意
識
を
共
有
す
る
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

　

社
会
主
義
体
制
の
歴
史
的
正
統
性
が
失
墜
し
た
現
在
、
と
く
に
、「
左

派
」
社
会
運
動
の
経
験
を
歴
史
的
に
た
ど
る
作
業
に
は
、
多
く
の
困
難
が

と
も
な
う
。
し
か
し
、
格
差
の
解
消
と
資
本
主
義
体
制
の
変
革
を
目
標
と

す
る
限
り
、「
右
派
」
の
社
会
運
動
と
「
左
派
」
の
社
会
運
動
は
コ
イ
ン

の
表
裏
の
よ
う
に
、
切
っ
て
も
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
関
係
に
あ
る

の
だ
。
日
本
共
産
党
最
高
幹
部
の
佐
野
学
・
鍋
山
貞
親
の
転
向
（
一
九
三

三
年
）
が
、
資
本
主
義
体
制
変
革
の
道
筋
を
国
際
共
産
主
義
運
動
指
導
下

の
世
界
革
命
に
求
め
る
立
場
か
ら
、
天
皇
制
下
に
お
け
る
一
国
社
会
主
義

の
実
現
へ
と
転
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
証
で
あ
る
。
福
家
氏

の
研
究
は
、「
右
派
」「
左
派
」
と
い
う
先
入
観
を
排
し
て
、
戦
間
期
日

本
の
社
会
運
動
・
社
会
思
想
の
展
開
を
、
社
会
運
動
を
実
際
に
担
っ
た

「
個
」
の
側
か
ら
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
欲
的
な
研
究
と
評
価
さ
れ
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
福
家
氏
の
主
著
か
ら
多
く
を
学
び
つ
つ
、「
右
派
」「
左
派
」
の

運
動
の
相
似
／
異
同
に
着
目
し
て
、
戦
間
期
日
本
の
社
会
運
動
・
社
会
思

想
の
見
取
り
図
を
読
者
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
に
鍵
と
な
る
の

は
、
①
一
九
二
〇
年
前
後
に
お
け
る
同
時
代
認
識
の
あ
り
方
と
、
②
一
九

二
〇
年
代
末
に
お
け
る
資
本
主
義
体
制
の
世
界
的
揺
ら
ぎ
で
あ
る
。

　

①
の
背
景
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
日
本
の
急
速
な
資
本
主
義
的

発
展
と
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
る
史
上
初
の
社
会
主
義
体
制

の
成
立
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
、
資
本

主
義
的
発
展
に
と
も
な
う
階
級
分
化
の
な
か
で
藩
閥
・
官
僚
か
ら
自
立
し

た
「
資
本
家
」
が
、
一
九
一
九
年
の
原
政
友
会
内
閣
の
成
立
を
も
っ
て
政

治
的
権
力
を
掌
握
し
た
の
だ
と
、「
右
派
」「
左
派
」
と
も
に
受
け
止
め
て

い
た
こ
と
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
社
会
運
動
の
方
向
性
を
枠
づ
け
る
決
定

的
要
因
と
な
っ
た
。「
資
本
家
」
に
よ
る
政
治
的
・
経
済
的
権
力
の
掌
握

を
重
視
す
る
こ
の
現
状
認
識
か
ら
は
、
眼
前
の
日
本
社
会
は
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
社
会
」
と
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
の
変
革

に
よ
る
格
差
の
解
消
が
目
標
と
し
て
見
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
ブ

ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
の
変
革
の
た
め
の
最
初
の
行
動
目
標
と
な
っ
た
の
が
、

福
家
氏
の
主
著
の
前
半
（
第
一
章
─
第
四
章
）
で
論
じ
ら
れ
る
普
選
運
動

に
よ
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
議
会
へ
の
進
出
で
あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
の
普

通
選
挙
法
公
布
、
そ
し
て
農
民
労
働
党
の
結
党
に
つ
な
が
る
こ
の
動
き
に
、

協
調
し
て
対
応
し
た
「
右
派
」「
左
派
」
は
、
格
差
の
解
消
、
ひ
い
て
は

労
働
者
の
「
資
本
家
」
か
ら
の
解
放
を
目
指
し
た
限
り
で
、
統
一
戦
線 

（U
nited Front

） 

を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
五
年
以
降
、
中
国
国
民
革
命
の
進
展
と
も
連
動
し

て
「
左
派
」
の
日
本
共
産
党
の
公
然
化
が
は
じ
ま
る
と
、「
右
派
」「
左

派
」
の
亀
裂
は
深
ま
っ
て
い
く
。
福
本
和
夫
の
理
論
に
心
酔
し
た
「
左
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派
」
＝
公
然
化
し
た
日
本
共
産
党
が
、
労
働
者
を
は
じ
め
大
衆
か
ら
遊
離

し
孤
立
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
②
で
あ
げ
た
資
本
主
義
体
制
の
揺
ら
ぎ

─
金
融
恐
慌
・
世
界
恐
慌

─
に
よ
り
窮
乏
す
る
大
衆
が
抱
い
た
不
満

や
反
感
を
積
極
的
に
回
収
し
た
の
は
、「
右
派
」

─
合
法
無
産
政
党
右

派
か
ら
国
家
社
会
主
義
ま
で

─
だ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
資
本
主
義
体

制
の
揺
ら
ぎ
は
、
大
衆
を
「
右
派
」
へ
と
惹
き
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
後
の
「
左
派
」
の
凋
落
は
、
佐
野
・
鍋
山
の
転
向
を
引
き
金
と
し
た

「
左
派
」
の
大
量
転
向
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
転
向
の
思
想
的
拠
り
所
と
な
っ
た
の
は
、
天
皇
の
存
在

だ
っ
た
。
日
本
共
産
党
の
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
あ
る
い
は
講
座
派
理
論
で

「
絶
対
主
義
的
天
皇
制
」
が
提
起
さ
れ
た
時
期
に
、
日
本
主
義
の
影
響
を

受
け
た
「
右
派
」
が
「
天
皇
大
権
」
に
よ
る
資
本
主
義
体
制
の
変
革
を
掲

げ
た
こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。
政
党
政
治
の
終
焉
、
満
洲
事

変
に
よ
る
大
衆
の
排
外
主
義
の
高
揚
と
あ
わ
せ
て
、「
右
派
」「
左
派
」
が

天
皇
を
焦
点
化
す
る
過
程
は
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
格
差
の
解
消
と
「
資
本
家
」
支
配
か
ら
の

解
放
を
目
指
す
戦
間
期
の
社
会
運
動
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
指
導
に

従
う
か
、「
天
皇
大
権
」
を
掲
げ
る
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
権
威
主
義
的
な
〈
上
か
ら
の
変
革
〉
の
論
理
を
内
包
し
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
福
家
氏
は
、「
国
家
か
ら
の
「
個
」
の
解
放
」

の
可
能
性
を
戦
間
期
の
社
会
運
動
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
可
能

性
が
い
か
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
は
、
福
家
氏
の
主
著
を
参
照
さ
れ
た
い

が
、
評
者
の
論
じ
て
き
た
「
左
派
」
の
運
動
が
「
国
家
か
ら
の
「
個
」
の

解
放
」
を
約
束
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
ソ
連

に
お
け
る
大
粛
清
が
証
明
し
て
い
る
は
ず
だ
。

三
　
ア
ジ
ア
の
変
革
／
帝
国
日
本
の
変
革

　
『
満
川
亀
太
郎
』
が
福
家
氏
の
研
究
に
占
め
る
位
置
は
、
戦
間
期
日
本

の
社
会
運
動
の
方
向
性
を
枠
づ
け
た
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
方
を
描
き
出
す

も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
主
著
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
総
力
戦
体

制
へ
の
思
想
的
連
続
に
重
き
を
置
い
た
た
め
に
、
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
の
構

造
変
動

─
と
く
に
中
国
革
命

─
と
日
本
の
社
会
運
動
・
社
会
思
想
の

相
互
関
係
が
後
景
に
退
い
て
し
ま
っ
て
い
た
点
を
補
完
す
る
の
が
、
こ
の

『
満
川
亀
太
郎
』
な
の
で
あ
る
。

　

帝
国
日
本
の
内
包
す
る
格
差
の
解
消
と
資
本
主
義
体
制
の
変
革
を
目
的

と
し
つ
つ
、
欧
米
帝
国
主
義
に
よ
る
支
配
か
ら
の
ア
ジ
ア
の
「
解
放
」
を

掲
げ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
戦
間
期
の
「
右
派
」「
左
派
」
社
会
運
動
の

目
的
は
共
通
し
て
い
た
。
欧
米
帝
国
主
義
か
ら
の
「
ア
ジ
ア
の
解
放
」
を

実
現
す
る
途
を
、「
左
派
」
は
「
民
族
・
植
民
地
問
題
」
を
旗
印
と
す
る

国
際
共
産
主
義
運
動
の
指
導
に
求
め
た
の
に
対
し
、「
右
派
」
は
ア
ジ
ア

の
被
抑
圧
民
族
と
の
「
団
結
」
に
よ
る
「
自
彊
」
に
求
め
た
。
そ
し
て
、

佐
野
・
鍋
山
の
転
向
に
お
い
て
「
日
鮮
台
」
に
よ
る
社
会
主
義
連
邦
が
構

想
さ
れ
た
よ
う
に
、「
右
派
」
と
「
左
派
」
の
境
界
線
は
き
わ
め
て
曖
昧

と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
も
、『
満
川
亀
太
郎
』
二
五
一
頁
で
言
及

さ
れ
る
「
東
京
国
際
俱
楽
部
」
に
つ
い
て
は
、「
ア
ジ
ア
の
解
放
」
を
掲
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げ
る
「
右
派
」
と
「
左
派
」
が
、
中
国
統
一
の
前
夜
に
交
錯
し
た
事
例
と

し
て
、
あ
ら
た
め
て
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

　

冷
戦
体
制
が
崩
壊
し
て
戦
後
歴
史
学
の
賞
味
期
限
が
切
れ
た
と
き
、
日

本
近
現
代
史
の
重
要
な
一
翼
で
あ
っ
た
は
ず
の
社
会
運
動
史
研
究
は
打
ち

棄
て
ら
れ
、
社
会
運
動
史
研
究
「
冬
の
時
代
」
が
や
っ
て
き
た
。
研
究
の

継
承
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
た
田
中
真
人
同
志
社
大
学

人
文
科
学
研
究
所
教
授
（
二
〇
〇
七
年
逝
去
）
が
立
ち
上
げ
た
共
同
研
究

「
近
代
日
本
の
社
会
運
動
家

─
そ
の
書
誌
的
研
究
」
の
場
で
、
と
も
に

大
学
院
生
で
あ
っ
た
福
家
氏
と
評
者
は
出
会
っ
た
。
近
年
、
社
会
学
の
立

場
か
ら
社
会
運
動
を
研
究
す
る
人
び
と
は
増
え
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
社

会
運
動
「
史
」
と
し
て
、
戦
後
歴
史
学
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
を
十
全
に
踏

ま
え
、
日
本
近
現
代
史

─
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史

─
の
研
究
の

な
か
に
社
会
運
動
の
歴
史
的
経
験
を
位
置
づ
け
歴
史
に
学
ぶ
地
道
な
作
業

も
、
な
お
必
要
で
あ
る
は
ず
だ
。
志
を
同
じ
く
す
る
福
家
氏
と
と
も
に
研

究
で
き
る
幸
運
に
感
謝
し
た
い
。

�

（
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究
員
）

永
岡
崇
著

『
新
宗
教
と
総
力
戦
─
教
祖
以
後
を
生
き
る
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
五
年
）

近
藤

　
俊
太
郎

一

　

本
書
は
、
新
宗
教
と
総
力
戦
と
の
関
係
を
、
中
山
み
き
の
死
後
の
天
理

教
に
照
準
を
合
わ
せ
て
考
察
し
た
成
果
で
あ
る
。
著
者
に
と
っ
て
初
の
単

著
で
、
二
〇
一
一
年
度
に
大
阪
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
申
請
論
文
の

一
部
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
は
本
書
の
構
成
を
紹
介

し
よ
う
。

序　

章　

新
宗
教
と
総
力
戦

第
一
章　

信
仰
共
同
体
の
危
機
と
再
構
築

─
飯
降
伊
蔵
と
本
席

−

真

柱
体
制

第
二
章　

戦
前
に
お
け
る
中
山
正
善
の
活
動

─
宗
教
的
世
界
の
構
築

と
そ
の
政
治
的
位
置
に
つ
い
て

第
三
章　
「
革
新
」
の
時
代

第
四
章　

宗
教
経
験
と
し
て
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

─
〈
ひ
の
き

し
ん
〉
の
歴
史

第
五
章　

宗
教
の
な
か
の
「
聖
戦
」
／「
聖
戦
」
の
な
か
の
宗
教

─
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